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さ
て
、
我
々
は
先
に
、
人
川
の
表
現
行
為
の
両
蛾
本
形
態
が
労
働
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
か
つ
労
働
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョンを含む全社会的行為の基礎である、という「独断」的主張を呈示し、それを前提として次のように述べた。労働
過程が「社会的労働の具体的編制（構造）として実存するかぎり、諸個人相互の意志疎通行為によって媒介され、再
「
赦
命
的
、
然
法
と
そ
こ
、
新
た
な
全
体
性
を
求
三
、
相
互
承
認
関
係
と
し
ｌ
、
解
放
的
労
働
か
ら
２
、
市
民
社
会
の
社
会
３
、
政
輪
的
扣
互
承
認
皿
、
巾
腿
肚
会
Ｄ
へ
勾
な
相互承認と物象化Ⅲ
放
命
的
、
然
法
と
そ
の
松
回
…
…
犯
巻
３
．
４
号
新
た
な
全
体
性
を
求
め
て
…
…
”
巻
１
．
２
号
相
互
承
認
関
係
と
し
て
の
市
民
社
会
、
解
收
的
労
働
か
ら
柵
互
承
鰡
へ
ｌ
『
人
倫
の
体
系
』
の
艦
本
拠
朧
…
…
”
巻
１
．
２
鑑
、
水
勝
、
市
民
社
会
の
社
会
的
交
通
諸
形
態
市
民
社
会
の
《
内
な
る
球
命
化
》
机
互
承
認
と
物
象
化
伽
Ｉ
初
期
へ
Ｉ
ゲ
ル
の
社
会
理
論
Ｉ
寿
福
真
美
意志疎通行為と意織
（）内は体系煎稿１．mに依る．
［］内は旅荷の補注．
州瓦承認と物象化㈹
。
一一
生
産
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
」
、
と
。
今
や
我
々
は
こ
の
案
件
、
つ
ま
り
近
代
社
会
に
お
け
る
意
志
疎
通
行
為
の
あ
り
方
、
お
よ
び
そ
こ
で
の
社
会
意
識
の
特
質
、
に
側
す
る
ヘ
ー
ゲ
ル
の
分析を主題的に論じることにしよう。
ここでＪｂまた《抽象的労働過樫一般》と同じく、訓わぱ《杣象的意識過程一
般》がまず笠場するが、これは、意識過怪の実存つまり《意識交換過怪Ⅲ意志疎
通行為》をひとまず抽象して、人間的意識の特質をそれｎ体として解明しようと
する試みに他ならない。（以下の議論の枠組を兇やすくするために、予め炎にま
と
め
る
と
、
上
の
よ
う
に
な
る
。
な
お
体
系
箪
稿
－
、
Ⅱ
を
も
勘
案
し
て
作
成
し
た
。
両
稿
と
の異同および両稲川のそれについては、第二節で詳論する。）
極めて陳腐な表現になるが、一般に励物が有形・無形の災剛をなして生活して
いるかぎり、その諦個体側では何んらかの対象（外的対象のみならず、彼我の心
身
状
態
を
も
含
む
）
に
関
し
て
、
何
ん
ら
か
の
意
志
疎
通
関
係
（
通
例
非
な
い
し
前
言
語
的
な）が成立している、と考えられる。そしてこの関係が成立する場而は（淋棲動
物を例にとれば）、爪皿的には当該加の保存に規定された災川行肋（食柵碓保と
梨川守識）および性愛行動においてであり、しかも通例有声行為に媒介されてい
る
．
こ
の
よ
う
な
葱
志
疎
通
行
為
の
特
徴
は
、
生
藤
行
為
が
対
象
的
・
目
然
を
耐
接
評
定
す
る
「個体の生命の非媒介的Ｗ生産過穏」であったのと同様に、二政の意味での直接
;ijR識の槻能 意識の形態 その特質
Ｉ 身振り 蝋覚，表象(直観） 一時的[な感覚像］ （ F【irIllichsein）［一過性］
IＩ 物体的しるし
迫
述
ｕ
Ｉｌ－▲､
上 潅体籍 Ｆ(irSic1lscin茅吃巳 味
H１ ｲ７７１i諮り(言 (記低） (ﾆｨﾉi畔の同） (Icl1 alsScll6I)ferkTaft）(|[Ⅲ定した秩序）
的性格にある。第一に、行為の主体的基礎は、対象的自然（外的自然および他の個体なる主体的自然）を自分と区別
さ
れ
対
立
す
る
存
在
と
し
て
再
構
成
す
る
意
識
作
用
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
受
動
的
に
受
け
容
れ
る
感
覚
、
そ
れ
に
基
く
瞬
時
的
、
、
、
、
、
な表象像およびその継起のうちにあり、したがって第一一に、諸個体相互の一父渉は、厳密な意味での現在、すなわち諾
、
、
、
、
、
、
、
、
個体各々が体験する間有のこ》）といま、という枠組のなかでのみ成立するからである。「物体同様急速に消え去る、
、
、
物体の意識なき受容……。たしかに分節化した継起的感覚に基くが、各々の瞬間に総体的な。…：変動する観念的な遊
動」伝ろ）。後者を敵街しょう。この相互交渉の媒体は何であろうか。ヘーゲルの考えでは、綱わぱ本能的な感覚に
鉄
く
、
未
発
展
の
打
節
発
脊
を
伴
う
、
表
情
の
変
化
、
身
振
り
が
そ
の
機
能
を
担
っ
て
い
る
。
そ
の
特
徴
は
、
能
記
・
所
記
と
も
に
当
該
個
体
に
固
有
で
あ
っ
て
（
同
月
目
日
⑫
Ｑ
ロ
）
、
し
た
が
っ
て
共
有
の
意
味
が
未
成
立
で
あ
り
、
そ
れ
故
一
過
的
な
性
絡
を
脱
し
き
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
身
振
り
は
、
佃
体
の
位
慨
す
る
状
況
の
変
化
に
よ
っ
て
、
そ
の
能
記
・
所
記
を
変
化
さ
せ
る
。
こ
の
意
味
、
、
、
、
、
で
「
表
情
と
身
振
り
は
主
観
的
言
語
で
あ
る
」
ａ
ｇ
・
）
同
様
に
動
物
の
声
も
、
船
の
さ
え
ず
り
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
商
度
の
分
節
化
を
遂
げ
て
い
る
場
合
で
す
ら
、
本
能
的
な
感
覚
に
裁
い
て
お
り
、
総
じ
て
叫
び
声
等
々
の
恥
節
発
帝
の
水
準
に
と
ど
ま
り
、
一
過
的
で
し
か
ない（く巴・お図勿論この事態は同時に、動物の身体組織、発声器官の構造によって制約されているであろう）。
人
間
種
も
ま
た
動
物
類
に
属
す
る
か
ぎ
り
、
さ
し
あ
た
り
こ
の
身
振
り
言
語
（
と
呼
ぼ
う
）
に
よ
る
意
志
疎
通
関
係
を
形
成
し
て
い
る
。
し
か
し
人
間
は
、
そ
の
媒
体
に
着
目
す
る
と
き
、
自
ら
に
固
有
の
二
つ
の
媒
体
を
発
展
さ
せ
る
。
「
物
体
的
な
し
る
し
〔
記
号
〕
」
と
「
有
声
語
り
〔
言
語
〕
」
が
そ
れ
で
あ
る
（
産
貝
・
こ
れ
ら
三
者
は
、
そ
の
基
底
に
あ
る
意
識
形
態
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
各
々
発
展
段
階
を
異
に
す
る
と
同
時
に
、
身
振
り
言
語
、
し
る
し
、
言
語
は
相
俟
っ
て
日
常
的
意
志
疎
通
を
構
成
す
る
類
型
と
も
考
え
ら
れ
る
、
し
た
が
っ
て
表
の
Ｉ
は
Ⅲ
と
合
体
す
る
か
ら
、
ヘ
ー
ゲ
ル
自
身
の
展
開
に
は
無
理
が
生
じ
て
い
る
の
だ
が
、
今
は
そ
れ
は
問
わ
な
い
こ
と
に
し
よ
う
。
柑互欣認と物象化御
一一一
相
互
承
認
と
物
象
化
倒
則
唯
一
言
そ
の
理
由
を
述
べ
る
と
、
こ
こ
で
彼
は
、
人
間
に
特
有
の
意
志
疎
通
行
為
を
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
把
握
し
た
う
え
で
、
、
、
、
、
当の一言語の一一砿機能（対象指示Ⅱ表現と机互交渉Ⅲ理解）の机互連関を、主観的には前者の機能に即して意識形成論
として展開しようと試みるのだが、客観的には、つまり第三者から見ると、両機能を同時に発展的対応関係に即して
展開しているからなのである。この「無理」は体系草稿ｌ・Ⅱを通じて解決されるであろう）。身振り言語と異なり、
、
、
、
「物体的しるしは、客観的言語である。」倉』）なぜ客観的か。まずこの媒体は、諸個体に対しても自然に対しても狐
、
、
、
、
、
、
立した「外的質料」であって、それは道具が主体Ｔｌ客体の実在的媒介項であるのと同様に、両者の「観念的媒介項」
で
あ
る
（
念
？
侮
引
）
。
第
二
に
、
こ
の
こ
と
が
可
能
で
あ
る
根
拠
は
、
物
に
対
す
る
し
る
し
の
関
係
が
ど
れ
ほ
ど
偶
然
的
で
あ
る
に
せ
よ
（
す
な
わ
ち
主
体
に
よ
る
任
意
の
し
る
し
づ
け
行
為
に
よ
っ
て
成
立
す
る
に
せ
よ
）
、
そ
の
し
る
し
と
そ
れ
が
表
現
す
る
も
の
と
の
川
に
は
、
「
対
日
的
な
間
有
の
意
味
」
が
介
在
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
し
て
固
有
な
意
味
が
確
定
さ
れ
る
た
め
に
は
、
各
々
の
し
る
し
が
机
互
排
除
関
係
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
し
る
し
の
体
系
と
し
て
、
諸
物
固
有
の
諸
し
る
し
と
し
て
存
在
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（国２９⑪の旨・牟田．勿論この体系は、我々が任意のしるしづけ行為によるとしたことからも分るように、決して固
定的ではなく、したがって能記・所記の「結合の偶然性」につきまとわれ、状況依存的性格の残淳にとりまかれては
いる。また念の為付言すれば、固有の意味の成立は、諸個体間の意味の共有を意味するから、意志疎通行為の薙底に
ある共同主観的場の成立を想定しなければならないことは明白だが、先述のとうり、ヘーゲルはこの節Ⅱ類型の段階
し
る
し
の
体
系
あ
る
い
は
、
よ
り
正
確
に
は
形
象
の
体
系
（
後
者
の
表
現
は
体
系
草
稿
１
お
よ
び
Ⅱ
に
依
る
が
、
言
語
の
名
辞
と
し
て
比較して、より具象的形態をもつことが含意されている、あるいは当のしるしはそれが関係づけられる対象から形態
では触れていない）。
的に明瞭に分化していない。「しるしは客体に接着しており、客体から押圧されるが、しかしそれから自由である。」
ｐ
Ｈ
・
後
者
の
契
機
の
完
全
な
展
開
が
言
語
の
成
立
と
な
る
こ
と
は
、
す
ぐ
に
見
る
）
は
、
で
は
い
か
な
る
意
識
作
用
に
よ
っ
て
可
能
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
諸
個
体
か
ら
自
立
し
た
実
存
と
し
て
の
「
し
る
し
の
外
部
に
あ
る
〔
そ
れ
を
形
成
す
る
行
為
と
し
て
の〕主体的な追想冨且のロ穴目」あるいは「諸々の形態を分離し結合する自由な姿意……諸理念の連想し冊・鳥は。□」
である（←旨・○貫く巳・］臼）。両者は、一過的表象像と異なり、異なる時間を同時に体験することができ（現在の
瞬間に過去の表象像を想起する、あるいは両表象像の同一性を確認する）、諸対象の空間的配置とそれらの異同を認
識することができる（諸々のしるしは同一の瞬側に、各々固有の指示対象をもつ）。だから我々はこの段階ではじめ
て、諸個体に粉々特有な時間・空Ⅲ感覚ではなくて、「形式的なもの、普遍的なものに結合された絶対的概念」とし
て
の
時
空
意
識
を
も
つ
こ
と
に
な
る
仁
臼
・
も
つ
と
も
こ
こ
で
の
時
空
感
覚
な
る
表
現
は
誤
解
を
招
く
か
も
し
れ
な
い
が
、
後
に
ヘ
ー
ゲルが、表象・感覚を媒介とする「外面的〔主体の能動的働きかけに依らない〕関連としての時間と空間」（とくに
空間的な）と称するものに対応している。くい一・の員昌・図困・ぐ臼・］＄）
、
、
第Ⅲ類型の有声諮り、すなわち言語がしるしと決定的に異なる点は、その根底にある意識作川が記憶の①鼠目白厨．
、
、
、
、
匂，一口ロの日□ぬ（対象の内化および想起の二通相を有する）であり、その結果一一目語が対象の痕跡を一切とどめないばか
り
か
、
そ
れ
と
は
無
関
係
の
、
人
間
の
恋
意
に
委
ね
ら
れ
た
秩
序
の
体
系
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
便
宜
上
後
者
か
ら
見
る
こ
と
し
る
し
と
い
う
「
無
言
の
承
認
行
為
と
し
て
の
抽
象
的
容
体
性
は
・
・
・
…
固
有
の
独
立
し
た
肉
体
を
も
つ
が
、
す
ぐ
に
否
定
さ
れ
る
。
す
、
、
、
、
、
、
、
なわち有声語りと共に直接内的なものがその規定性のうちに現れるが。…・・この知性とは絶対的個別性の物体的性格で
相
互
承
認
と
物
象
化
艸
五
０か、》
にする。
机
互
承
認
と
物
象
化
艸
一ハ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
ず
ぺ
て
の
無
規
定
性
が
分
節
化
さ
れ
固
定
さ
れ
、
ま
た
一
」
の
物
体
的
性
格
故
に
絶
対
的
承
認
が
直
接
〔
成
立
す
る
〕
。
（
艸
崩
・
一
国
）
無
論
し
る
し
も
言
語
も
主
体
か
ら
独
立
し
た
物
体
的
性
格
を
有
す
る
、
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
再
生
産
さ
れ
変
化
さ
せ
ら
れ
る
社
会
的
形
成
態
で
あ
る
。
だ
が
後
考
は
、
主
体
の
「
内
的
な
も
の
」
が
「
す
ぺ
て
の
無
規
定
性
」
を
「
固
有
の
規
定
性
」
に
松
化
さ
せ
る
、
と
い
う
仕
力
の
う
ち
に
存
在
し
て
い
る
。
後
の
表
現
を
こ
こ
で
も
俄
川
す
れ
ば
、
「
自
戒
の
川
打
の
内
容
の
思
帷
、
、
、
、
、
、
物
〔
船
砕
〕
が
〔
諦
物
の
〕
秩
序
を
間
疋
す
る
。
．
…
：
自
我
は
自
ら
を
〔
縦
物
に
〕
無
側
係
な
秩
序
に
し
た
。
こ
う
し
て
脚
我
は
〔
紺
妬
辞という〕潴物にされてしまった。」６コ・く白・巴の．独柵爪文）対象の船砕化とは主体の拓辞化である、というテー
ゼ
は
い
く
つ
か
の
爪
要
な
論
点
を
含
ん
で
い
る
（
ヘ
ー
ゲ
ル
は
言
語
分
析
に
際
し
て
名
砕
、
お
前
の
み
を
取
り
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
対
象
指
示
・
表
現
の
レ
ベ
ル
に
お
け
る
形
態
的
分
化
が
、
名
辞
を
原
艦
的
形
態
と
し
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
対
象
の
運
動
・
状
態
を
表
わ
す
動
詞
、
対
象
の
性
質
を
表
わ
す
形
容
詞
等
々
が
論
理
的
に
派
生
し
て
く
る
、
と
い
う
了
解
に
支
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
）
。
ま
ず
第
一
に
、
対
象
に
妬
前
を
つ
け
る
主
体
の
行
為
に
お
い
て
、
当
の
お
前
は
対
象
と
は
何
ん
の
側
係
も
な
く
、
ま
た
対
象
か
ら
独
立
し
た
一
、
、
、
、
述
の
汗
（
節
）
や
文
字
記
号
か
ら
成
立
し
て
い
る
か
ら
、
紹
辞
そ
の
も
の
の
櫛
成
は
、
主
体
の
完
全
に
恐
意
的
な
行
為
の
産
物
で
あ
る
。
同
じ
耶
だ
が
、
命
妬
す
る
こ
と
は
、
対
象
か
ら
向
山
に
、
主
体
の
社
会
的
、
歴
史
的
文
化
条
件
に
難
い
て
、
主
体
の
世
界
の
狐
ｎ
な
跳
琳
枠
の
う
ち
に
対
象
を
取
り
こ
む
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
し
て
命
佑
行
為
の
後
、
主
体
は
名
辞
を
媒
介
と
し
て
対
象
と
関
係
す
る
、
あ
る
い
は
糸
辞
化
さ
れ
た
対
象
（
と
し
て
の
自
分
）
と
関
係
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
関
係
を
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
労
働
行
為
と
類
比
的
に
、
主
体
１
－
言
諏
叩
－
自
然
な
る
命
紹
行
為
の
ト
リ
ア
ー
デ
と
し
て
拙
き
、
そ
の
意
味
を
、
命
糸
行
為
に
よ
る
外
的
「
、
然
の
〔
実
在
的
な
ら
ぬ
〕
観
念
的
な
支
配
」
、
と
把
握
す
る
（
外
的
ｎ
然
か
ら
の
解
放
）
。
「
脚
然
は
総
じ
て
意
識
の
な
か
で
は
、
討
葉
の
な
か
で
記
憶
に
よ
っ
て
、
道
共
に
よ
っ
て
止
揚
さ
れ
た
も
の
と
し
て
描
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
脚
然
が
こ
の
よ
う
に
止
揚
さ
れ
た
も
の
と
し
て
怖
定
さ
れ
た
在
り
方、脚然の否定性のなかの桁神、それが個別性としての意識の絶対的全体性なのだ。」○三・日・臼の・い』『）だが第一
に
、
た
し
か
に
「
妬
辞
の
囚
」
は
「
恋
意
的
秩
序
」
に
は
違
い
な
い
が
、
命
名
行
為
は
だ
か
ら
と
い
っ
て
決
し
て
勝
手
放
題
と
い
う
意
味
で
の
恋
意
な
ど
で
は
な
い
。
一
町
で
は
諸
々
の
殆
前
が
「
秩
序
づ
け
ら
れ
た
体
系
」
と
し
て
あ
る
限
り
、
名
前
扣
互
の
関
連
づ
け
ら
れ
方
、
■
は
、
伽
述
し
た
旧
打
の
文
化
紺
条
件
に
制
約
さ
れ
た
主
体
に
よ
る
、
あ
る
間
有
の
規
則
に
従
っ
た
側
述
．
つ
け
に
雄
く
か
ら
で
あ
り
、
他
面
、
、
、
、
で
は
、
示
差
の
体
系
と
し
て
の
こ
の
殆
辞
の
体
系
は
、
同
じ
く
示
差
の
体
系
と
し
て
の
対
象
の
体
系
に
、
構
造
と
し
て
は
照
応
し
て
い
る
からである（日日・］縄）・独調華者）。「私は諸々の名前を、私に服する奉仕者としての夜〔無規定態としての自然！〕
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
の
う
ち
で
所
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
．
そ
し
て
諸
々
の
名
前
一
般
の
み
な
ら
ず
、
堅
個
な
秩
序
と
し
て
空
間
の
う
ち
に
あ
る
諸
々
の
名
前
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
をも耐捌せねばならぬ。：．…〔諸々の殆前として現象してくるはずの紺々の対象という〕数多なものにおける否定的
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
な
も
の
と
は
、
各
々
が
ｎ
分
、
身
に
よ
っ
て
他
背
に
側
述
す
る
こ
と
で
あ
る
。
声
」
の
よ
う
な
関
連
を
自
我
は
、
そ
の
名
前
そ
の
も
の
に
即
、
、
、
、
、
して柑定し、その関連を必然性のうちに間定する。」６コ・ぐ員．」①民・強調筆者）少しばかり注意が必要であろう。
空
川
に
お
け
る
秩
序
、
数
多
態
に
お
け
る
否
定
性
、
対
象
の
他
打
と
の
関
連
、
こ
れ
ら
は
、
対
象
世
界
が
各
対
象
固
有
の
他
者
の
否
定
（
Ａ
は
赤
い
、
と
い
う
命
題
で
炎
呪
さ
れ
る
蛎
態
は
、
①
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
…
…
Ｚ
の
紺
対
象
が
色
彩
の
レ
ベ
ル
で
杣
互
側
係
に
あ
り
、
か
つ
②
背
、
白
輔
々
の
諸
性
価
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ス
ピ
ノ
ザ
Ⅱ
ヘ
ー
ゲ
ル
の
命
題
「
す
べ
て
の
規
定
は
否
定
で
あ
る
。
」
）
の
構
造
化
さ
れ
た
在
り
方
を
し
て
い
る
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
対
象
世
界
の
認
識
が
い
か
に
主
体
の
側
に
よ
る
音
声
な
い
し
文
字
記
勝
に
従
っ
た
「
術
成
」
と
し
て
可
能
で
あ
る
と
し
て
も
、
こ
の
可
能
性
の
実
現
を
制
約
す
る
の
は
、
可
能
態
と
し
て
の
対
象
世
界
の存立なのである（ある励物が犬、Ｑ・館、嵐目等々と命佑されるのは恋意的にすぎないが、しかしたとえば棚、８［．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ｎ
日
［
、
で
は
な
い
と
い
う
差
異
の
事
態
が
根
木
に
存
在
す
る
か
ら
こ
そ
、
言
語
表
現
の
差
異
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
一
の
あ
る
動
物
を
我
柵
互
欣
認
と
物
象
化
側
七
で
は
こ
の
よ
う
な
、
然
の
観
念
的
支
配
、
外
的
自
然
か
ら
の
解
放
、
は
一
体
い
か
な
る
意
識
過
樫
、
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
っ
て
可
能
に
な
る
の
か
□
こ
れ
が
第
三
点
で
あ
り
、
か
つ
言
縞
に
特
有
な
意
識
作
川
、
起
遮
の
内
的
構
成
如
何
と
い
う
第
一
の
論
点
で
あ
る
。
術
識
的
に
言
え
ば
、
あ
の
追
想
と
こ
こ
で
の
記
億
は
同
じ
意
識
作
川
と
言
い
う
る
。
実
際
（
し
る
し
の
箇
所
で
確
認
し
た
よ
う
に
）
、
時
川
的
に
は
現
在
と
過
去
の
心
像
の
同
時
存
在
な
い
し
結
合
・
分
離
、
空
Ⅲ
的
に
は
配
価
の
識
別
、
こ
れ
ら
の
作
川
は
共
通
し
て
い
る
で
は
な
い
か
。
だ
が
決
定
的
に
異
な
る
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
追
想
が
、
た
と
え
ど
れ
ほ
ど
些
細
な
つ
な
が
り
で
あ
ろ
う
と
も
、
本
衡
的
に
現
存
の
対
象
（
し
る
し
自
体
も
、
形
象
と
も
言
い
換
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
、
直
接
の
対
象
の
痕
跡
を
と
ど
め
て
い
た
）
に
束
縛
さ
れ
て
い
る
、
あ
る
い
は
触
発
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
記
憶
は
（
名
辞
が
対
象
と
無
縁
の
恋
意
的
性
絡
で
あ
っ
た
の
と
同
じ
く
）
泣
接
的
感
覚
・
心
像
に
拘
束
、
、
、
、
、
、
、
、
されない、主体の内而的かつｎ発的行為である、ということだ。そしてこの内耐性や●月発性とは、具体的に言えば、
対象の内ＩＩ化および狐ＴＬ起匂‐一目の回】□ぬという意識の二敢槻能に他ならない。我々がある何んらかの対象を覚える
と
い
う
こ
と
は
、
当
の
対
象
の
感
覚
像
・
心
像
が
た
と
え
い
か
に
付
随
し
て
い
る
と
し
て
も
、
し
か
し
本
質
的
に
は
言
語
化
な
い
し
言
語
表
現
に
媒
介
さ
れ
た
形
で
の
み
、
対
象
を
記
号
表
現
に
変
換
し
て
は
じ
め
て
可
能
な
の
で
あ
り
（
内
化
）
、
し
た
が
っ
て
何
か
を
思
い
Ⅲ
す
と
い
う
行
為
も
、
そ
の
言
語
表
現
と
い
う
衣
粧
を
ま
と
っ
て
し
か
可
能
と
は
な
ら
な
い
し
、
ま
し
て
や
そ
の
何
か
が
現
存
す
る
か
し
な
フるで々
イ以、は
上前対想
テに象定
論世１１ｔで
を界界き相
;聯；ji臘暫；物た識性るf
いＩＡｌ格。しり
゜行をま
そを区た
し共別可
て現し能
:#;iiji
こるけ現
れとる娘
ら力、たな
ののめる
論妄で対
点論あ比
にとつ｝よ
つはて奇
いい、妙
てざ認に
次さ識辮
ｉｉｉかさく
でのオＬか
ili間るも
論係まし
ししでれ
かな世な
つい界い
へ＠はが
１こ無、
ゲォＬであ
ノレにあく
のつるま
究いとで
極てか認
的は、識
爪ｉｉｉｌ逆行
珈章に為八
ボ迩護？
定節さく
すのれル
る
、‐〆
◎
い
か
に
些
か
も
左
右
さ
れ
な
い
（
想
起
）
。
こ
の
意
味
で
記
憶
（
と
言
語
）
は
、
対
象
ｌ
像
か
ら
完
全
に
解
放
さ
れ
て
い
る
。
我
々
は
こ
の
事
態
を
、
労
働
に
倣
っ
て
、
内
的
自
然
か
ら
の
解
放
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
よ
う
。
命
名
行
為
と
い
う
「
こ
の
労
働
は
、
〔
人
間
の
〕
目
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
分自身に対する般初の内的働き、完全に非感性的な仕事、精神の自由な昂揚の始まりである。．：…記憶。内面的活動
性
。
シ
ロ
巨
且
圏
２
９
⑫
の
旨
・
自
我
は
命
名
行
為
を
反
照
し
、
自
我
の
外
に
出
て
自
己
反
照
し
、
自
分
を
対
象
と
す
る
〔
名
辞
と
し
て
の
自我と主体としての自我との反ｌ照関係〕。その直接の産物は、我々が記憶して目のョ目Ｓｍ何かを知る員朋の口とい
うことだ。がまだ内面からご弓の且侭知るのではない。」Ｓｇ・巳隼Ｐ向・口・の貢ぐ目の『ｍ・強調筆者）
こ
う
し
て
、
対
象
の
名
辞
化
と
し
て
の
言
語
（
対
象
指
示
ｌ
表
現
と
し
て
の
そ
れ
）
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
に
よ
れ
ば
、
一
面
で
は
対
象
的
目
、
、
、
、
勺
然に対する「観念的支配」として、他面では記憶機能に基く超感覚・超形象的な人間的意識の成立として、一一顧の自
然
か
ら
の
解
放
を
実
現
す
る
。
そ
し
て
こ
の
言
語
行
為
の
解
放
的
性
格
は
、
あ
の
解
放
的
労
働
と
は
形
態
的
に
区
別
さ
れ
（
観
念
的
ｌ
実
在
的
）
、
か
つ
次
の
引
用
が
暗
示
す
る
人
間
解
放
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
程
度
も
異
な
る
が
、
し
か
し
原
理
と
し
て
は
、
す
な
わ
ち
主
体
に
と
っ
て
の
所
与
の
直
接
性
を
否
定
す
る
、
し
た
が
っ
て
主
体
を
真
の
主
体
た
ら
し
め
る
、
対
象
的
自
然
と
の
媒
介
行
為
で
あ
る
、
と
い
う
意
味
で
は
同
質
的
な
の
で
あ
る
。
言
語
も
ま
た
本
質
的
に
《
解
放
的
言
語
》
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
（
こ
の
よ
う
に
労
働
と
言
語
を
、
い
か
に
抽
象
度
が
高
い
と
は
い
え
、
類
比
的
に
論
じ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
様
々
な
異
論
が
生
じ
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
と
え
ば
両
者
の
発
生
史
的
連
関
、
形
態
的
区
別
に
よ
る
性
格
の
違
い
、
構
造
的
連
関
等
々
。
し
か
し
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
順
次
論
じ
て
い
く
予
定
で
あ
る
）
。
以
上
の
小
活
と
し
て
『
人
倫
の
体
系
』
の
一
節
を
掲
げ
て
お
く
。
「
道
具
は
概
念
〔
欲
求
・
行
為
主
体
と
し
て
の
諸
個
人
〕
の
支
配
の
下
に
あ
り
、
し
た
が
っ
て
差
異
的
な
い
し
機
械
的
労
働
に
属
す
る
。
子
供
は
絶
対
的
に
純
粋
で
、
一
重
な
直
観
〔
家
族
関
係
な
る
愛
の
共
同
態
。
後
述
〕
と
し
て
の
媒
介
項
で
あ
る
。
両
者
の
全
体
性
は
こ
の
一
重
性
を
も
た
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
同
時
に
概
念
の
観
念
性
で
相
互
承
認
と
物
象
化
倒
九
扣
互
承
認
と
物
象
化
櫛
一○
あ
る
。
…
…
そ
れ
は
徹
底
し
て
観
念
的
な
媒
介
項
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
絶
対
的
観
念
性
な
の
は
絶
対
的
概
念
な
い
し
知
性
の
み
で
あ
る。……このような観念的で理性的な媒介項が語り〔身振り、しるし記号、言語の総称Ｉ・〕であり、理性の道具、知
性的存在の子供なのだ。」（陣］の・もＰ）
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
前
諦
行
為
は
勿
論
単
独
の
主
体
の
自
足
的
な
行
為
で
は
な
い
。
む
し
ろ
言
語
行
為
は
絶
対
に
複
数
の
主
体
に
よ
る
意思疎通行為でなければならない（独白もまた単一主体による内而的対話－－Ｌ級数の仮旭的主体ＴＩＩと券えられるか
ら、その例外ではない）。なぜなら、狭々がすでにへ１ゲルの句日目、可⑪の旨と両ロ『の】９のＱｐの区別に関して確認し
、
、
、
、
、
、
、
た
よ
う
に
、
一
崗
語
行
為
は
、
①
何
か
あ
る
対
象
に
つ
い
て
②
主
体
間
で
、
あ
る
共
有
の
意
味
を
成
立
さ
せ
る
あ
る
い
は
交
換
す
る
行
為
だ
か
ら
で
あ
る
（
こ
こ
で
共
有
の
意
味
と
は
、
あ
る
対
象
の
言
諦
表
現
お
よ
び
そ
の
意
味
が
同
一
で
あ
る
小
態
を
必
ず
し
も
折
十
の
で
は
な
く
、
異
っ
て
は
い
て
も
机
互
に
理
解
し
う
る
共
通
の
場
が
存
在
す
る
、
と
い
う
こ
と
だ
）
。
だ
か
ら
厳
密
に
言
え
ば
、
我
々
が
言
語
の
二
頭
機
能
と
並
列
的
に
呼
ん
だ
の
は
誤
ま
り
な
の
で
あ
っ
て
、
言
語
行
為
と
は
複
数
主
体
側
の
杣
Ⅲ
承
認
行
為
（
理
解
Ｉ
意
思
疎
通
）
と
し
て
実
存
し
、
か
つ
理
解
の
内
存
は
対
象
指
示
ｌ
炎
呪
と
し
て
り
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
対
象
と
は
、
図
式
化
す
れ
ば
、
自
然
対
象
、
社
会
諸
関
係
、
内
耐
的
世
界
を
総
括
す
る
）
。
あ
る
い
は
こ
う
も
言
え
よ
う
、
諸
個
人
の
対
象
意
識
は
、
相
互
の
（
可
能
的
）
意
識
交
換
過
際
のなかで、（現実的）意織として形成される、と。我々が以前注意したように、ここでのヘーゲルが対象意識形成而
を
砿
祝
し
す
ぎ
て
い
る
こ
と
は
砿
か
で
あ
る
が
（
ま
た
重
視
す
る
こ
と
日
体
は
決
し
て
談
ま
り
で
も
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
意
識
の
可
能
態
か
ら
現
実
態
へ
の
転
化
が
ど
れ
ほ
ど
意
思
疎
通
関
係
を
必
然
的
媒
介
項
と
し
て
い
て
も
、
そ
の
転
化
が
あ
る
具
体
的
内
海
つ
ま
り
対
象
‐
ｌ
、
、
、
意撤に即して生じるのは、川の声」とだから）、しかし上述の州兀側係は珈実上想定されているのである。「有声語り
、
、
、
、
、
、
、
は……物体的しるしの分節化と身振りの句口風：の①ご〔圏司目８ｍのご－勺〕とを統合する。すなわち諸々の知的存在
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
者の媒介項、回ゴス、理性的紐帯なのだ。」（同一）（」・鹿』・独調筆者。参考として体系草稿Ｉのより明確な表現を●も引用
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
しておく。「言葉は民族の言語としてのみ存在し、悟性や理性、可Ｄ同様である。民族の〔共同の〕働き及び産物として
、
、
、
、
、
、
、
、
のみ、言綿は桁神の概念的実存なのだ」。の二一「〉ぐ胄凸』ｍ・強調原文。事実上という限定は、意識とは共同意識であるが
故
に
佃
別
的
対
象
意
識
な
り
、
と
い
う
命
題
を
論
叫
構
成
と
し
て
明
示
的
に
提
川
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
『
人
倫
の
体
系
』
巾
‐
に
は
矛
病
す
る
箇
所
も
あ
る
の
だ
。
右
の
引
川
は
言
語
論
冒
頭
に
あ
る
の
だ
が
、
そ
の
結
び
の
一
節
は
こ
う
な
っ
て
い
る
、
有
、
、
、
声
「
語
り
と
は
岐
高
の
理
性
的
性
格
の
抽
象
態
で
あ
り
個
別
性
な
る
姿
態
で
あ
る
。
が
こ
の
よ
う
な
純
粋
の
語
い
リ
で
あ
る
か
ぎ
り
、
個
別
性を超え川ることがない。」のＱいちＰ・独調飛背。しかしこのことは、あの抽象的労働過程が恰も唯一人の主体によっ
て狐われるかのような錐悦と同じ倣緬のものなのだ、と断一言しても構わないであろう。）
言
葉
に
よ
る
「
絶
対
的
承
認
」
行
為
と
し
て
の
意
思
疎
通
行
為
は
し
か
し
、
こ
の
か
ぎ
り
で
は
ま
だ
抽
象
的
す
ぎ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
自
身
が
様
々
の
特
殊
な
歴
史
的
形
態
と
し
て
実
存
し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
類
型
的
に
二
つ
の
形
態
を
区
別
し
て
い
る
、
と
孜
々
は
推
論
で
き
る
。
先
の
社
会
的
労
働
に
倣
っ
て
言
え
ば
、
不
平
等
な
意
思
疎
通
行
為
と
形
式
的
に
平
等
な
そ
れ
、
で
あ
り
、
し
か
もある社会形態における支配的な行為様式と衿えれば、前近代的－‐近代的と規定することができよう。前考は、主体
側
の
意
思
疎
通
が
言
語
に
よ
る
指
示
と
理
解
を
内
容
と
し
て
い
る
と
し
て
ｊ
ｂ
、
そ
の
指
示
が
一
方
の
主
体
の
、
己
表
現
で
あ
り
、
そ
の
理
解が他方の主体による当の指示の受動的理解、ヘーゲルの表現を借りると、「強制、〔とそれに基く〕信頼」舍司の）・
であるような関係であり、これに対して後者は、強制なき机互行為、お互いに「同等な意識としての個体」側の意思
疎通である（へ一ｍ昌・）。以上を手懸りに独々の本題である、近代市民社会における諸側人の社会意識、意思疎通行為の
特
質
を
ヘ
ー
ゲ
ル
が
ど
の
よ
う
に
把
握
し
た
か
、
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。
棚
互
承
認
と
物
象
化
③
相
互
承
認
と
物
象
化
㈹
一一一
耐
仙
所
有
打
（
そ
の
商
品
が
生
産
手
段
、
貨
幣
、
あ
る
い
は
労
働
力
で
あ
ろ
う
と
）
と
し
て
の
諸
個
人
相
互
の
関
係
は
、
物
的
抓
互
依
存
関
係
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
彼
ら
の
行
為
は
、
猶
得
す
べ
き
貨
幣
量
の
極
大
化
に
よ
っ
て
動
機
づ
け
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
社
会
的
欲
求
を
可
能
な
か
ぎ
り
精
確
に
計
算
し
、
計
画
的
に
労
働
し
、
生
産
物
を
で
き
る
だ
け
商
く
売
ろ
う
と
す
る
。
だ
が
交
換
側
係
の
真
実
の
主
体
は
彼
ら
で
は
な
く
、
生
藤
物
の
皿
動
そ
の
も
の
な
の
で
あ
っ
た
（
価
値
法
則
の
貨
徹
）
。
こ
の
事
情
か
ら
彼
ら
の
意
識
は
、
ま
ず
次
の
よ
う
な
複
雑
で
、
一
見
矛
盾
す
る
形
態
を
と
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
す
な
わ
ち
一
方
で
は
自
ら
の
主
観
的
動
機
に
忠
実
に
、
他
人
の
同
様
な
動
槻
と
行
為
を
、
無
意
識
的
に
か
あ
る
い
は
意
図
的
に
か
否
定
し
よ
う
と
努
め
る
。
不
平
等
な
承
認
関
係
と
し
て
の
前
近
代
的
社
会
識
関
係
か
ら
解
放
さ
れ
た
縦
個
人
は
、
た
し
か
に
仙
象
的
人
格
と
し
て
平
等
な
承
認
関
係
に
入
っ
て
は
い
る
が
、
そ
の
内
而
的
意
識
は
、
「
自
分
自
身
に
対
す
る
絶
対
的
威
力
、
対
目
的
に
、
絶
対
的
で
無
限
な
意
志
」
な
る
自
己
責
任
原
理
に
よ
っ
て
満
た
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
存
続
す
る
か
ぎ
り
一
而
「
こ
の
規
定
性
〔
平
等
な
人
格
と
し
て
の
承
認
側
係
〕
を
存
立
さ
せ
な
が
ら
、
〔
他
力
で
〕
承
認
行
為
と
い
う
無差別を否定する行為〔欺啼、窃盗、殺人等々〕」が生ずる可能性を否定できない（陣］の．曲Ｐ曲「（・の貢ぐ白・鴎○．
言
う
ま
で
も
な
く
こ
の
、
己
責
征
爪
皿
は
別
の
側
面
も
も
っ
て
い
る
。
自
然
の
加
工
と
し
て
の
労
働
過
程
が
計
画
的
、
目
的
意
識
的
に
編
制
さ
れ
、
可
能
な
か
ぎ
り
厳
密
な
市
場
肋
向
予
測
に
船
づ
く
と
い
う
こ
と
は
、
向
然
、
社
会
、
労
働
手
段
等
々
に
つ
い
て
の
認
誠
を
前
礎
し
か
つ
発
肢
さ
せ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
諦
佃
人
は
、
我
々
が
述
べ
て
き
た
市
民
社
会
の
諸
現
象
を
意
激
し
理
解
す
る
と
い
う
意
味
で
、
「悟性の支配下にある」急Ｐ前章第一節での悟性Ⅷ－理性の対比を想起されたい。ここで関心を引く点は、ヘーゲルが
近
代
の
社
会
的
労
働
と
悟
性
の
発
展
を
机
互
制
約
的
な
も
の
と
把
え
て
い
る
こ
と
だ
。
こ
の
限
り
で
、
図
式
的
す
ぎ
る
表
現
だ
が
、
近
代
社
会
の
解
放
的
労
働
は
悟
性
と
い
う
形
態
で
解
放
的
言
語
を
発
展
さ
せ
、
か
っ
こ
の
労
働
か
ら
の
解
放
が
理
性
と
い
う
形
態
で
解
放
的
意
識
形
成
の
条
件
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
後
に
詳
論
す
る
こ
と
に
し
よ
う
）
。
他
方
で
は
し
か
し
、
あ
の
相
互
承
認
関
係
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
各
人
の
自
由
裁
量
と
自
己
責
任
が
発
揮
で
き
、
市
場
で
の
等
価
交
換
が
保証されるというのも事実である。ここから彼らの意識は、「法・創造ないし誠実幻のＣ旨の、冨罵目臼（」を希求する
ようになる（の口いち②）。我々は先に、市民社会の第一原理である私的所有について、「私的占有者が人格として机互
に
関
係
行
為
す
る
」
と
い
う
意
味
で
の
相
互
承
認
関
係
と
述
べ
た
が
、
あ
の
意
識
は
、
こ
の
私
的
所
有
関
係
を
私
的
所
有
権
の
体
系
と
し
て
制
度
化
す
る
、
と
い
う
方
向
を
採
る
の
で
あ
る
。
「
権
利
な
い
し
法
は
個
別
性
を
め
ざ
し
て
お
り
、
普
遍
性
と
い
う
抽
象
で
あ
る
。
と
、
、
、
、
い
う
の
は
個
別
性
は
権
利
な
い
し
法
の
な
か
で
存
立
す
べ
き
だ
か
ら
だ
。
一
）
の
個
別
性
と
は
個
体
の
生
命
あ
る
同
一
性
、
そ
の
相
対
的
同
、
、
一
性
、
そ
の
生
命
活
動
で
あ
り
、
個
別
性
つ
ま
り
相
対
的
同
一
性
と
し
て
措
定
さ
れ
る
。
だ
か
ら
個
別
性
の
否
定
と
は
、
占
有
そ
の
も
の
の
、
個
体
の
生
命
あ
る
個
別
性
の
、
生
命
あ
る
個
体
の
総
体
性
の
、
否
定
な
の
だ
。
」
公
器
）
諸
個
人
の
相
対
的
同
一
性
と
は
、
各
々
の
特
殊
な
個
性
を
抽
象
し
た
上
で
の
、
あ
る
同
質
的
な
基
準
に
照
ら
し
て
の
同
一
性
の
こ
と
で
あ
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
が
明
言
す
る
よ
う
に
、
こ
の
法
的
人
格
つ
ま
り
「
無
差
別
的
な
普
遍
的
人
格
」
と
い
う
規
定
が
、
あ
の
物
的
相
互
依
存
関
係
の
担
い
手
と
し
て
の
商
品
所
有
者
、
否
、
、
、
、
、
「
特
殊
な
欲
求
の
対
象
で
は
あ
る
が
、
本
質
的
に
価
値
と
い
う
普
遍
的
で
観
念
的
規
定
態
で
あ
る
物
の
四
目
の
」
に
占
有
さ
れ
た
自
我
、
に
照
応
す
る
こ
と
は
繰
り
返
す
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
し
、
ま
た
こ
れ
ら
法
的
人
格
間
の
関
係
が
さ
し
あ
た
り
は
平
等
な
「
正
義
の
体
系
」
と
し
て
現
象
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
賛
言
を
要
せ
ぬ
で
あ
ろ
う
（
お
い
我
々
は
こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
、
諸
々
の
法
的
制
度
と
し
て
具
体
化
さ
れ
る
過
程
、
主
要
に
は
民
法
、
刑
法
、
司
法
、
に
は
言
及
し
な
い
こ
と
に
す
る
。
た
だ
司
法
制
度
に
関
し
て
の
み
後
で
政
治
的
関
係
に
関連して一言及することになろう）。
、
、
、
、
一
）
れ
ら
両
傾
向
は
意
識
の
志
向
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
確
か
に
矛
盾
し
て
い
る
の
だ
が
、
し
か
し
現
実
の
意
識
の
働
き
と
い
う
点
で
は
明
ら
か
に
、
後
者
の
意
識
、
つ
ま
り
法
的
人
格
の
相
互
承
認
行
為
志
向
が
優
位
に
立
っ
て
い
る
、
し
た
が
っ
て
あ
の
平
等
な
意
思
疎
通
相互承認と物象化凶
一一一一
とハの普で々枢しの
い人は遍ハ長要た進し
うｌＩＩ１、性主い点よ行か
欧化ＩＩＬ１，－、もり｜のうのし
的さ接機奴川ひに極な
性れ最械もをと、北が
格た高的！すつこにら
が日の労一るなの、、
現然粗働普この現絶こ
れ！野一遍とだ象対の
る’~’との的｜こがが的ＪｌＦ
･になな、す、ｉｌｊ染態
騨々にiii姥ＷｉＹＭ
;鱗＃！：統附Ｆｉの、雌､、るめ'キポ細ii1j鮒iliiii鯛擶wmiii雛'ijiliW1ドドmiifm螺のこ機の念淵jlMW8,瀧：慨Ｗ/ｗ,る立我のが絶念遍ｉｌｌ己酬ＩＦを々iij;f鱗：＃；麓&賎枡鵬lii牡,Ｗ
隙雄＄：灘：Ｉｉ目尚部も、は注哲し支局．なにの他分１１学て配可も樵、ｉｌｉｉｍｌｆ－ｊ‐のお、
での定労でのるｌｌｌｉいそ
あ一さ勘はなの橘たし
つ切れの実力、でを・て
てにた非衝であ者そこ
、対神行的労るえこの氏十的機な働・るで物族るな的槻がまうも化
の峰もな械ｉｉｌ１ｉずえ注過
絶蔑のも的ｉＩＩｉ少で意程
州
互
承
認
と
物
象
化
卿
一四
行
為
が
錐
本
的
に
成
立
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
二
砿
の
強
制
が
あ
の
主
観
的
動
機
を
抑
制
す
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
一
方
で
は
、
等
価
交
換
原
理
を
実
現
す
る
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
貨
幣
な
る
媒
介
項
、
諸
個
人
の
恋
意
を
排
除
す
る
「
物
的
感
力
」
、
に
決
定
的
に
依
存
し
て
お
り
、
他
力
で
は
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
生
じ
る
様
々
の
撹
乱
行
為
は
、
侵
害
さ
れ
た
「
抽
象
的
で
、
し
か
も
実
在
的
な
普
遍
性
〔
法
的
机互承認！〕の再興、つまり刑刑」によって是正される、ということだ（台、）”逆に言えば、あの貨幣に媒介された
私
的
所
有
の
交
換
関
係
と
し
て
の
近
代
市
民
社
会
は
、
主
観
的
に
は
佃
別
的
利
益
の
妓
大
限
化
を
求
め
な
が
ら
、
客
観
的
に
は
（
と
は
第
三
者
的
に
見
れ
ば
）
半
ば
意
識
的
に
半
ば
独
制
的
，
無
自
覚
的
に
法
的
机
互
承
認
関
係
を
再
生
産
す
る
諾
個
人
の
意
識
に
支
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
対的紐補つまり人倫的なものは消えさり、民族は解体される。」仁の画・くい－．の三ぐ員》匿い）直接的労働から解放され、
命
令
し
支
配
す
る
階
級
と
し
て
の
主
は
、
社
会
的
一
「
威
力
と
し
て
の
個
別
的
で
巨
大
な
富
」
、
獲
得
貨
幣
量
を
ま
す
ま
す
肥
大
化
さ
せ
よ
う
と
努
力
し
、
同
時
に
飽
く
な
き
消
費
・
享
受
の
主
体
と
し
て
純
化
し
て
い
く
。
奴
の
階
級
も
ま
た
貨
幣
の
奴
隷
た
る
こ
と
は
同
様
で
あ
るが、しかし強制された機械的労働という日常生活は、彼をとりわけ「愚鈍化し非精神化する」。なぜなら、この労
働は人間を生命ある機械に権化させるからである。したがって一見したところ、双方の意識は相反しているように思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
一
力
は
「
物
的
威
力
の
偶
然
的
な
運
動
」
の
な
か
で
と
も
か
く
も
生
活
の
再
生
産
が
可
能
と
な
る
、
だ
か
ら
物
的
依
存
関
係
へ
の
い
わ
ば
肯
定
的
関
連
の
う
ち
に
あ
り
（
勿
論
一
般
的
傾
向
と
し
て
で
あ
っ
て
、
個
々
の
変
動
が
常
態
と
化
し
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
）
、
他
力
は
否
定
的
な
そ
れ
の
う
ち
に
あ
る
の
だ
か
ら
（
そ
し
て
こ
の
事
態
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
イ
ェ
ナ
期
の
思
想
的
発
鵬
を
考
え
る
と
き
、
か
な
り
並
婆
な
意
味
を
も
っ
て
お
り
、
か
つ
複
雑
な
関
係
を
な
し
て
い
る
）
。
だ
が
ヘ
ー
ゲ
ル
が
蒜
Ⅱ
する第一の反転とは、双力があの同じ遮勅のなかで、労働行為の自己表現的性格を（異なった形態と蝿度においてで
は
あ
る
が
、
し
か
し
本
衝
的
に
川
様
に
）
鞭
わ
れ
る
、
あ
る
い
は
労
働
が
貨
幣
換
得
の
た
め
の
手
段
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
同
時
に
平
等な意思疎通行為の主体的条件（悟性！）を一一甑に失っていく、という傾向である。まず第一に、我々が先に見た物
化
の
事
態
は
、
人
々
の
意
識
に
対
し
て
、
現
実
世
界
で
物
的
威
力
つ
ま
り
貨
幣
が
唯
一
絶
対
の
支
配
力
と
し
て
現
象
す
る
あ
り
力
を
そ
の
ま
ま
直
接
に
、
逆
に
言
え
ば
、
近
代
市
民
社
会
と
い
う
特
殊
な
社
会
関
係
の
中
で
行
わ
れ
る
、
二
敢
の
自
然
を
否
定
す
る
二
砿
の
行
為
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
（
労
働
と
認
識
）
に
媒
介
さ
れ
た
あ
る
特
殊
な
歴
史
的
形
成
態
の
結
果
と
し
て
で
は
な
く
、
所
与
の
直
接
的
事
実
と
し
て
受
容
す
る
よ
う
、
、
、
、
、
、
、
強
制
す
る
。
つ
ま
り
一
」
の
意
識
に
と
っ
て
は
、
貨
幣
は
そ
れ
自
体
と
し
て
価
値
を
体
現
す
る
も
の
と
し
て
現
象
す
る
の
で
あ
り
、
し
た
が
って貨幣存在の獲得が至上の目的として全人格を規定するようになる。我々は、物化を再生産するこの意識を《物化
帆
亙
承
認
と
物
象
化
四
一五
相
互
承
認
と
物
象
化
㈹
一一ハ
さ
れ
た
意
識
》
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
そ
し
て
同
時
に
《
物
象
化
さ
れ
た
意
識
》
の
特
殊
な
形
態
と
規
定
し
た
い
。
と
い
う
の
は
、
吹
節
、
、
、
、
で
の
詳
論
を
多
少
先
廻
り
し
て
言
え
ば
、
対
象
を
次
に
述
ぺ
る
意
味
で
被
媒
介
態
と
し
て
で
は
な
く
、
主
体
の
活
動
か
ら
独
立
し
た
「
向
立
存
在
」
と
捉
え
る
意
識
は
、
物
象
化
さ
れ
て
い
る
、
と
言
え
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
す
ぺ
て
の
存
在
は
三
正
に
被
媒
介
態
な
の
で
あって、①ある存在Ａは、生成過挫にある存在として発凪の諸可能態を含む自立した存在であるシローの一目‐の①旨が、
ｌｌｌＨ立的可能熊Ｔ－ｌｎ時に他のすぺての存在非Ａに対して関係する司胃‐し己の３‐の①どことによってはじめて、立
存
樅
た
り
え
ｌ
鮒
血
〃
ｆ
Ⅷ
瀞
の
蝋
介
の
総
鵬
加
災
に
〃
樅
す
る
八
と
し
て
…
…
§
塊
象
す
る
ｌ
対
内
＃
－
１
Ｌ
②
他
力
こ
の
Ａ
と
い
う
現
実
態
は
同
時
に
、
人
川
の
自
己
物
化
Ⅱ
対
象
化
な
る
歴
史
的
，
社
会
的
行
為
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
て
い
る
（
人
肌
化
さ
れ
た
向
然
、
社
会
諸
側
係
、
諸
個
人
）
だ
け
で
な
く
、
③
お
よ
そ
Ａ
が
Ａ
と
し
て
規
定
さ
れ
る
た
め
に
は
、
人
間
の
認
識
行
為
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
、
Ａ
な
る
特
定
の
現
象
形
態
と
し
て
い
わ
ば
「
構
成
」
さ
れ
「
実
現
」
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
先
の
可
能
繊
平
－
１
実
現
態
の
は
別
と
巡
閲
を
想
起
し
て
ほ
し
い
。
注
意
を
三
つ
。
②
と
③
は
勿
論
同
時
的
な
現
実
の
過
樫
で
も
あ
り
う
る
が
、
し
か
し
論
耶
的
に
は
凶
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
お
よ
び
先
の
Ａ
は
②
③
の
意
味
で
人
Ⅲ
主
体
の
活
励
に
よ
っ
て
潅
川
さ
れ
た
彼
媒
介
態
で
あ
る
が
、
こ
れ
月
体
は
対
・
自
己
的
に
、
す
な
わ
ち
人
側
に
対
し
て
は
対
象
的
に
存
在
す
る
、
あ
る
い
は
外
的
お
よ
び
内
的
対
象
と
し
て存在することの⑦、のロ⑪日日川の①いの目ウ円，菖の口円ロのロ，の庁呂の目のの、ところが岐後にこの対象的性絡故に、すべての
、
、
存在は人Ⅲ主体の：］の胃から区別され独立した物象の口目のとして現象してくるのであり、かつ物象のうちで、当の
、
、
、
、
主体によって創造されえない存か坪－－対象化・媒介されないではないｉｉ－Ｌか物目□ぬであること）。したがって物
象化ぐｑ‐砂９，－】９目、とは、一般化して言えば、被媒介態ぐのＨ‐旨〔［の］［８．被産川態としての諸対象が面接態ロロー
、
、
、
、
、
、
目口①一ヶ。鳥巴［・ロローぐ円日冒の一斤Ｂとして現象し存在することなのであるが、諸対象のなかで社会的諾関係が、諾個人
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
の活動と存在から白ｗ立化しの｜逆に諸仙人の折動と存在形態を支配し規定する酬態、主体と関係態の逆転した酬態をと
くに狭義の物象化として区別する（理’川は次節参照）。これに対して物化ぐのＨ‐ロ口頭’］】９目頗とは、先にやや詳細に
、
、
、
、
、
勺
述ぺたように、物象化された社会諸関係が、諸個人から独立した独白皿の連動体へと転化する鞭態－－商品、貨幣、資
、
本
諸
関
係
０
と
そ
の
遮
励
は
、
そ
れ
ら
を
賑
川
す
る
識
個
人
に
よ
る
当
該
社
会
諾
関
係
の
変
史
が
な
い
か
ぎ
り
、
恰
も
例
え
ば
太
陽
系
、
諾
、
、
、
物！の諸関係と運動の如く、存続する！‐‐‐－－である。我々が先に物化とは「その〔物象化の〕特殊な現象形態」と
、
、
、
、
書いた特殊性の意味は、物象化を基礎にして物的威力と化した諸関係が主体を支配するという事態なのである（こ》」
で
‐
、
、
注
意
を
三
？
社
会
諾
関
係
は
諸
個
人
の
対
象
化
Ⅲ
群
体
化
の
溌
物
と
し
て
、
術
に
紺
旧
人
か
ら
独
立
し
た
存
在
、
対
象
的
存
在
で
あ
っ
て
、
主
体
と
そ
の
沿
肋
に
還
元
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
し
か
し
伽
瀦
叩
は
常
に
後
背
の
特
殊
な
在
り
力
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
の
だ
か
ら
、
物
象
化
や
物
化
も
ま
た
、
識
仙
人
の
特
殊
な
活
励
お
よ
び
意
撤
形
態
に
よ
っ
て
仰
生
産
さ
れ
る
、
し
た
が
っ
て
こ
の
連
関
な
い
し
媒
介
過
程
を
不
問
に
付
す
場
合
、
我
々
は
各
々
物
象
化
な
い
し
物
化
さ
れ
た
意
識
に
つ
い
て
語
り
う
る
こ
と
、
最
後
に
、
序
で
の
事
な
が
、
、
、
、
、
、
■
ら、疎外団員‐【『の【且‐目、なる事態は、この物象化過程（と以下総称する）とその帰結を、とりわけ主体諸仙人の対
象
化
が
自
己
表
現
的
性
格
を
典
失
し
、
し
た
が
っ
て
主
体
的
活
勅
と
結
果
と
の
矛
胴
が
成
立
十
る
過
樫
お
よ
び
邪
旭
と
肥
え
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
か
ぎ
り
で
物
象
化
の
一
契
機
と
な
っ
て
い
る
こ
と
）
。
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
物
象
化
さ
れ
た
意
識
は
、
物
象
化
さ
れ
た
社
会
的
諸
関
係
を
直
接
的
Ⅱ
非
・
媒
介
的
に
受
容
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
を
再
生
産
す
る
の
だ
か
ら
、
先
に
我
々
が
言
語
の
解
放
的
性
格
と
呼
ん
だ
も
の
と
原
理
的
に
対
立
す
る
も
の
へ
棒
化
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
性
格
は
所
与
Ⅱ
直
接
態
の
否
定
と
い
う
点
で
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
意
識
の
極
限
的
な
現
わ
れとして、ヘーゲルの言う「獣的性格」の意識つまり「魁鈍化」した意識が成立する。なぜなら、この意識は所与の
扣
互
承
認
と
物
象
化
御
一七
リ支配と機械的労働）（
矛
府
す
る
。
そ
し
て
こ
り
災
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
岐
大
の
論
点
は
、
定
条
件
の
具
体
的
内
容
、
》
し
か
し
な
が
ら
次
に
は
枇
々
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
に
倣
っ
て
、
市
民
の
、
己
意
識
の
こ
の
よ
う
な
節
一
の
反
転
か
ら
次
の
第
二
の
反
転
を
区
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
は
一
」
う
書
い
て
い
る
。
「
生
命
あ
る
条
件
の
下
で
は
、
活
動
が
営
業
身
分
〔
主
権
双
方
‐
・
〕
の
な
か
に
あ
、
、
、
、
る
か
ぎ
り
」
、
「
物
的
依
存
性
の
関
係
が
絶
対
的
特
殊
化
と
思
惟
物
、
抽
象
物
へ
の
依
存
性
で
あ
り
、
〔
し
た
が
っ
て
逆
に
〕
生
命
あ
る
依
存
性
、
佃
体
性
に
対
す
る
個
体
性
の
関
係
、
物
的
依
存
性
に
と
っ
て
は
存
在
し
な
い
別
の
関
係
、
つ
ま
り
内
的
に
活
動
的
な
側
述
を
描
定
す
る
」
必
要
を
感
じ
理
解
す
る
可
能
性
も
も
つ
よ
う
に
な
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
抽
象
物
へ
の
依
存
性
と
質
的
に
か
つ
明
瞭
に
区
別
さ
れ
た
生
命
あ
る
依
存
性
と
は
、
端
的
に
貨
縦
に
媒
介
さ
れ
た
物
的
机
互
依
存
関
係
（
と
そ
の
帰
結
で
あ
る
抽
象
的
労
働
の
両
形
態
、
つ
ま
り
支
配
と
機
械
的
労
働
）
の
否
定
態
で
あ
り
、
そ
の
か
ざ
り
で
爪
皿
的
に
（
と
は
つ
ま
り
両
側
係
を
支
え
る
志
向
か
ら
す
れ
ば
）
両
稗
は
矛
府
す
る
。
そ
し
て
こ
の
矛
府
の
意
撤
は
、
先
礎
の
我
々
の
言
葉
を
使
え
ば
、
新
た
な
次
元
で
の
平
等
な
意
思
疎
通
行
為
へ
の
志
向
を
内
い炎疎想ｉｉＴ
るＩＭｊｍの接
かを行区的
ぎノ,（為別受
り１ｋはを容
でと、参をｉｌｌ
はし’１１１K（、ＩＬ、た１１：せ言承外'１'によ語ゼリM;ｌＭＬＭ初制解さまうｆ
のとれで形仰
欠いぬ低式
如うＩ:ＩＩＴを
が意１，：さＩＤ
内、リｋ行せさ
ilii、で為るな
的、ｌＬ１とかい
蚊、１１１いらだ
制、なうでけ
のそ意あで
絶れ味るな
対でで。〈
｢肉は、し、
条な平たま
件い輔がさ
と“なつに
なむそて感
つしｌＬ第覚
てろで二的
い物あに反
る象る、応
`）化ここと
でざとのい
あれはよう
りた疑う形
、意いな式
平識な意で
竿をい識行
は１１が|こう
非己、支水
Ｍｍｋ：lll
にとしれ先
よし、たの
って諸諸表一
iii＄’ililiﾊﾟ
ｵＬし’二１意と
てて己忠追
い
る
の
で
あ
る
。
、
こ
の
よ
う
な
．
Ⅲ
己
意
識
の
反
転
が
い
か
に
し
て
可
能
か
、
と
い
う
川
題
で
あ
ろ
う
。
襖
急
す
れ
ば
、
あ
の
限
そ
れ
に
関
連
し
て
主
、
奴
の
社
会
的
機
能
・
位
置
の
異
同
如
何
。
ヘ
ー
ゲ
ル
の
主
脹
は
明
瞭
と
は
言
え
ず
、
か
つ放嬰な疑問点をも鱒わにしてはいるが、おおよそ次のように理解することができよう。
我
々
が
す
で
に
砿
附
し
た
よ
う
に
、
法
的
人
絡
と
し
て
の
机
瓦
承
認
関
係
（
そ
の
特
質
は
、
す
べ
て
の
人
間
が
人
格
と
い
う
一
点
に
お
い
て
ｎ
Ｕ
寅
価
の
主
体
と
し
て
向
山
か
つ
平
等
で
あ
る
こ
と
、
人
格
の
実
闘
を
な
す
社
会
的
規
定
、
つ
ま
り
樹
の
多
寡
、
社
会
身
分
別
、
政胎的地位難々人格の実存柵条件がすべて拾象されること、のうちに爪叫的に与えられていた）が、当の人格の歴史
的
災
簡
が
ま
ず
私
的
所
有
荷
ｌ
商
船
交
換
将
で
あ
る
が
故
に
、
物
化
過
樫
の
極
北
に
、
新
た
な
経
済
的
社
会
的
不
平
等
の
状
態
を
派
み
Ⅲ
す
と
す
れ
ば
、
そ
し
て
「
憐
業
身
分
の
一
部
が
機
械
労
働
と
工
務
労
働
の
犠
牲
と
な
る
」
Ｓ
Ｅ
・
）
と
す
れ
ば
、
こ
の
事
実
は
彼
ら
の
内
而
に
反
打
の
意
識
を
恋
き
起
こ
す
。
す
な
わ
ち
篇
の
不
平
等
と
は
市
民
が
「
占
有
と
非
占
有
」
公
国
）
の
両
部
分
に
分
割
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
少
く
と
も
後
者
の
グ
ル
ー
プ
（
奴
の
大
部
分
と
主
の
一
部
？
）
に
と
っ
て
自
律
的
人
格
と
い
う
規
定
は
有
名
無
実
と
な
っ
て
し
ま
い
、
法
的
相
互
承
認
の
雄
礎
条
件
が
側
奪
さ
れ
る
こ
と
を
、
し
た
が
っ
て
市
民
社
会
の
存
立
原
理
の
解
体
を
意
味
す
る
。
こ
の
判
断
か
ら
二
政
の
反
省
作
川
が
始
ま
る
。
一
方
で
は
、
だ
か
ら
こ
そ
逆
に
、
法
的
相
互
承
認
を
実
質
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
つ
ま
り
市
民
社
会
メ
ン
バ
ー
の
実
存
諸
条
件
を
、
法
的
人
格
と
し
て
自
律
的
に
行
為
し
う
る
最
低
条
件
ま
で
は
引
き
あ
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
と
い
う
要
諦
が
生
ず
る
。
〔
憐
業
〕
身
分
の
普
遍
的
な
も
の
、
つ
ま
り
法
律
と
法
は
、
同
時
に
諸
個
体
の
な
か
に
存
在
し
、
そ
の
な
か
で
実
質
的
で
あ
り
、
諸
個
体
の
意
志
と
自
己
折
動
に
よ
っ
て
存
在
す
る
。
こ
の
身
分
の
こ
の
よ
う
な
有
機
的
実
存
が
、
生
命
活
動
が
彼
の
な
か
に
あ
る
か
ぎ
り
、
行
側
人
を
他
の
個
人
と
一
体
化
さ
せ
る
。
」
「
こ
の
〔
市
民
社
会
〕
圏
内
部
に
お
け
る
個
別
的
諸
身
分
の
生
存
に
対
す
る
配
血
」
仁隠・おい・ここでの「生命活励」が意味するのは文脈からして、欲求ｌ労働ｌ享受の主体として、己を再生産する市
民
、
そ
し
て
そ
の
労
働
・
懲
業
活
動
の
な
か
で
は
法
的
承
認
の
普
遍
的
性
格
、
つ
ま
り
万
人
が
什
胤
市
民
社
会
総
体
を
体
現
し
て
い
る
こ
と
、
を
、
党
し
た
市
民
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
）
。
こ
の
要
諭
に
鱗
く
共
体
的
力
簸
は
二
つ
。
ま
ず
累
進
課
税
に
よ
る
平
雛
化
努
力
。
川
瓦
承
溺
と
物
象
化
㈹
一九
相
互
承
認
と
物
象
化
凶
二○
こ
れ
は
大
多
数
の
人
々
に
関
わ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
ま
ず
算
定
韮
礎
が
変
動
す
る
だ
け
で
な
く
（
技
能
に
雄
く
収
入
も
然
り
。
不
動
産
も
ま
た
そ
の
生
産
物
か
ら
の
所
得
に
雌
く
か
ぎ
り
同
じ
）
、
か
つ
そ
の
正
確
な
単
握
は
困
難
だ
か
ら
、
一
定
の
限
界
を
も
つ
こ
と
は
否
め
な
い
が
、
藩
し
い
不
均
衡
は
是
正
さ
れ
う
る
で
あ
ろ
う
。
巴
・
も
閏
・
同
じ
蹄
線
上
で
考
え
ら
れ
る
別
の
手
段
は
、
寓
裕
層
に
対
し
て
特
別の負担を課すこと、例えば行政的な名替職責任、耶隊の摘営責任など、であるく㈹一・晤沼ご・次に「貧困大衆への
援
助
」
仁
茂
Ｓ
ｍ
）
。
前
者
以
上
に
過
樫
で
は
な
く
、
そ
の
結
果
に
対
す
る
策
で
あ
り
、
ま
た
援
助
を
受
け
る
側
か
ら
み
れ
ば
本
質
的
に
他
作
的
な
救
済
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
反
省
は
繰
り
返
す
ま
で
も
な
く
、
市
民
社
会
の
存
立
原
理
の
実
質
化
へ
向
か
う
意
識
で
あ
っ
て
、
原
理
自
体
の
反
省
で
は
な
い
。
し
か
し
社
会
現
象
の
否
定
的
諸
側
面
に
注
、
し
、
そ
れ
ら
の
改
善
を
志
向
す
る
点
で
、
単
純
な
日
常
意
識
で
は
な
く
て
、
自
己
否
定
の
契
機
を
内
包
し
て
い
る
（
だ
か
ら
こ
そ
へ
ｌ
ゲ
ル
は
、
こ
の
反
省
作
用
の
自
覚
的
で
よ
り
明
瞭
な
遂
行
の
実
在
的
主
体
を
、
市
民
か
ら
区
別
さ
れ
た
統
治
集
団
と
し
て
描
く
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
先
の
具
体
策
を
彼
ら
の
本
来
の
任
務
の
ひ
と
つ
と
す
る
の
で
あ
る
。
詳
細
は
後
段
で
）
。
だ
が
も
う
ひ
と
つ
の
反
省
作
用
が
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
、
第
二
の
反
転
の
主
要
な
契
機
に
な
る
。
我
々
は
こ
れ
を
《
解
放
的
反
省
意
識
》
と
名
づ
け
た
い
の
だ
が
、
ま
ず
は
そ
の
輪
郭
を
窺
う
こ
と
に
し
よ
う
。
「
法
・
創
造
な
い
し
誠
実
は
家
族
の
た
め
に
そ
の
状
態
に
応
じ
て
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
同
胞
市
民
の
た
め
に
も
配
慮
し
、
個
々
の
窮
乏
を
除
去
し
、
悪
質
な
行
為
に
怒
る
〔
第
一
の
反
省
！
〕
・
普
遍的なもの、人倫という絶対的なしの、その実在的あり方、実在性〔市民社会の諸関係〕を従属させる仕力、これら
、
、
は法・創造にとってはひとつの思想〔・願望〕であり、その雌一価の昂揚とは〔人倫に閲して〕様々の思想をもつ毒」と
で
あ
り
、
そ
の
理
性
と
は
、
経
験
的
状
態
が
い
か
に
変
革
さ
れ
る
か
を
洞
察
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
理
性
に
と
っ
て
は
、
経
験
的
状
態
に
何
か
が
生
ず
る
は
ず
だ
、
と
い
う
こ
と
は
心
底
向
明
の
こ
と
な
の
だ
。
だ
か
ら
こ
の
理
性
が
洞
察
す
べ
き
は
、
絶
対
的
人
倫
が
思
想
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
」
（
怠
い
独
柵
原
文
）
我
々
は
こ
の
反
行
作
川
の
異
質
な
両
側
町
を
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
一
に
そ
れ
は
、
経
験
的
な
社
会
状
態
の
理
性
的
洞
察
に
よ
っ
て
成
立
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
内
実
は
、
悟
性
的
生
活
（
現
存
社
会
の
諸
関
係
と
そ
れ
ら
の
意
識
）
の
諸
限
界
の
認
識
に
他
な
ら
な
い
。
だ
が
そ
の
た
め
に
は
、
少
く
と
も
二
つ
の
前
提
、
つ
ま
り
認
識
へ
の
発
端
と
認
識
の
批
判
原
理
（
限
界
が
そ
れ
と
し
て
把
握
さ
れ
る
に
は
、
そ
の
限
界
を
超
越
す
る
あ
る
い
は
包
扱
す
る
、
よ
り
全
体
的
な
視
点
が
要
諦
さ
れ
る
は
ず
だ
か
ら
）
が
必
要
で
あ
る
。
前
者
に
関
し
て
は
、
我
々
が
再
三
再
四
確
認
し
て
き
た
物
化
過
紐
の
諸
現
象
と
諸
緋
采
を
挙
げ
る
だ
け
で
十
分
で
あ
ろ
う
が
、
念
の
為
当
該
筒
所
で
ヘ
ー
ゲ
ル
、
身
が
述
べ
た
、
抽
象
的
だ
が
象
徴
的
な
一
句
を
紹介しておく、「交換の同時存在〔ゴｉ巾Ⅲ○－三の述統性〕の経験的分裂」。この同じ体験から、あの第一の反樹作
、
、
、
川
と
並
ん
で
、
し
か
も
そ
れ
と
志
向
を
異
に
す
る
次
の
よ
う
な
意
識
が
川
現
す
る
。
そ
れ
は
、
所
打
潴
側
係
に
対
し
て
無
関
心
に
な
り
、
所
行
の
多
寡
・
大
小
で
は
な
く
、
所
有
す
る
と
い
う
珈
実
の
う
ち
に
、
人
川
の
ひ
と
つ
の
表
現
行
為
を
認
め
自
覚
す
る
こ
と
で
あ
り
（
消
イ
デ
ア
１
４
種
的
規
定
）
、
ま
た
こ
の
自
覚
を
ふ
ま
え
て
貨
幣
に
媒
介
さ
れ
た
扣
互
依
存
関
係
を
観
念
的
・
抽
象
的
そ
れ
と
把
握
し
、
そ
の
関
係
を
し
エ
ル
、
、
実
在
的
・
真
実
の
そ
れ
と
し
て
実
現
（
Ⅲ
梢
定
）
す
る
と
い
う
意
識
（
概
極
的
規
定
）
、
で
あ
る
。
先
の
引
川
に
続
い
て
、
「
あ
の
〔
貨
幣
媒
体
と
し
て
実
存
し
て
い
た
〕
観
念
性
は
、
国
家
の
総
体
的
威
力
が
こ
れ
に
雑
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
袷
も
生
ず
べ
き
珈
態
が
現
実
に
生
じ
る
か
の
如
く
、
実
在
的
に
梢
定
さ
れ
、
交
換
と
い
う
経
験
的
現
象
は
ど
う
で
も
よ
く
な
る
。
川
様
に
占
有
、
非
占
有
と
い
う
絲
験
的
呪
象
も
そ
う
な
り
、
問
題
は
…
…
も
の
に
対
す
る
個
体
の
内
的
で
絶
対
的
な
側
述
に
な
る
。
両
者
机
俟
っ
て
物
的
所
行
に
対
す
る
正
義
を
櫛
成
す
る
。
」
舍
忌
）
こ
の
叙
述
は
一
見
第
一
の
反
省
の
志
向
と
同
質
的
と
誤
解
さ
れ
か
ね
な
い
し
、
ま
た
貨
幣
と
国
家
の
連
続
性
を
想
定
し
て
い
る
か
の
よ
う
だ
が
、
注
倒
す
べ
き
は
、
先
に
消
極
的
規
定
と
指
摘
し
た
認
識
が
埜
軸
と
な
っ
て
い
る
事
実
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
物
的
所
有
に
対
す
る
無
関
心
と
は
、
法
を
含
む
所
行
諸
関
係
の
水
準
を
超
越
し
て
、
あ
る
別
の
関
係
水
準
へ
と
関
心
が
向
く
こ
と
を
意
味
机
互
承
認
と
物
象
化
御
一一一
柵
互
承
認
と
物
象
化
例
一一一一
十
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
新
し
い
側
心
と
は
、
一
方
で
は
家
族
と
い
う
机
互
承
認
の
形
態
へ
、
他
方
で
は
、
後
の
職
業
団
体
を
具
体
的
な
、
、
成
立
基
盤
と
す
る
政
治
的
世
論
の
形
成
へ
と
展
開
す
る
志
向
に
他
な
ら
な
い
（
念
の
為
に
一
言
。
続
い
て
論
じ
る
予
定
だ
が
、
一
」
の
新
し
い
関
心
の
確
定
が
、
現
実
の
過
程
と
し
て
、
ま
た
理
論
的
前
提
と
し
て
当
の
家
族
と
世
論
を
予
め
想
定
し
て
い
る
こ
と
は
疑
う
余
地
が
な
い
。
た
だ
我
々
が
市
民
の
自
己
意
滅
に
お
け
る
矛
府
の
Ⅲ
肋
形
態
の
潴
靭
職
解
Ⅱ
と
い
う
分
析
視
仇
を
採
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
新
し
い
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
側
心
誕
生
の
可
能
的
識
条
件
を
市
民
同
身
の
う
ち
に
探
っ
て
い
る
に
十
ざ
な
い
）
。
我
々
は
両
志
向
の
具
体
化
さ
れ
た
姿
を
す
ぐ
に
詳
し
く
論
じ
た
い
が
、
予
め
そ
の
原
理
的
な
規
定
だ
け
は
見
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
と
い
う
の
は
、
両
志
向
が
あ
の
反
転
の
意
識
で
あ
る
か
ぎ
り
、
市
民
社
会
を
超
え
う
る
原
理
を
内
包
し
な
が
ら
、
し
か
も
そ
の
基
盤
は
当
該
社
会
の
内
に
あ
り
、
し
た
が
っ
て
両
志
向
、
と
く
に
後
者
の
十
全
な
展
棚
は
独
自
の
紺
関
係
と
し
て
成
立
せ
ざ
る
を
え
な
い
、
と
い
う
耶
怖
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
ず
家
族
、
「
扶
仙
造
・
誠
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
実
に
と
っ
て
の
生
命
あ
る
全
休
性
と
は
家
族
あ
る
い
は
自
然
的
全
休
性
で
あ
り
、
生
祈
全
休
と
子
供
の
教
育
と
い
う
経
験
的
全
体
性
を
で
きるだけ保証する所有と生計の状態である。」（台巴次に市民社会内諾梨団の組織化および世論、「自由とは、統治者
同
《
牙
被
統
治
者
な
り
、
と
い
う
有
機
的
原
理
で
あ
る
・
・
・
…
が
、
こ
の
同
一
性
は
ま
ず
、
同
一
の
身
分
、
同
じ
生
ま
れ
、
親
俗
な
仲
川
集
川
の
総
体
的
〔
集
川
〕
へ
の
構
成
、
側
じ
市
民
身
分
の
住
勝
、
こ
れ
ら
が
生
命
あ
る
一
体
性
ロ
ロ
＄
の
旨
を
な
す
よ
う
に
蜥
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
」
伝
囲
。
た
だ
し
こ
の
引
川
が
戒
披
意
味
す
る
の
は
、
司
法
制
度
に
お
け
る
、
陪
稀
制
を
含
む
当
半
者
主
義
で
あ
ろ
う
。
色
、
、
、
廟・）「個人はｎ分と家族のために配応し労働し契約等々し、かつ普遍的なもののためにも労働し、》」れを目的とする。
ブ
ル
ジ
ョ
ア
か
つ
シ
ト
ワ
イ
ャ
ン
…
…
。
各
人
は
個
人
と
し
て
普
遍
的
な
も
の
を
自
由
に
し
、
完
全
な
、
立
性
を
自
己
内
に
も
ち
．
．
…
・
日、、
分の知のなかでのみ妥当する〔傍識。肚墾平－１－人はＮ家同鮫理性的である〕。〔政桁的共同態の〕梢神的紐柵は世論
で
あ
り
Ｉ
こ
れ
が
蝋
の
立
法
剛
体
〔
絞
心
だ
〕
．
」
（
・
葛
・
く
員
…
；
鯛
脈
文
．
こ
の
繊
験
的
愈
識
内
に
お
け
曇
的
捲
ょ
で
は
、
物
的
所
行
へ
の
無
関
心
か
ら
新
し
い
関
心
へ
の
蛎
化
は
い
か
に
し
て
可
能
と
な
る
の
か
？
あ
る
い
は
前
門
が
社
会
的
行
為
一
般
へ
の
無
関
心
（
厭
世
）
、
現
仙
を
超
越
す
る
力
向
へ
の
関
心
（
逃
避
）
と
な
ら
な
い
根
拠
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
？
自
己
反
省
作
川
と
し
て
の
認
撤
行
為
、
詳
し
く
言
え
ば
、
こ
れ
ま
で
我
々
が
祖
述
し
て
き
た
近
代
市
民
社
会
の
存
立
構
造
と
そ
の
胎
内
に
生
ず
る
特
殊
な
社
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
会
意
識
を
全
体
と
し
て
批
判
的
に
捉
え
る
思
想
と
し
て
の
反
省
行
為
、
が
そ
れ
で
あ
る
。
ナ
ア
ー
ン
ダ
ー
・
と
い
う
声
が
あ
が
り
そ
う
で
あ
る
。
半
而
で
は
そ
れ
は
も
っ
と
も
だ
。
そ
の
認
識
の
実
在
根
拠
が
問
わ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
。
し
か
し
他
面
ヘ
ー
ゲ
ル
は
こ
の
認
識
行
為
の
特
殊
な
性
絡
を
も
指
摘
し
て
い
る
の
だ
。
引
川
を
二
つ
。
「
精
神
は
縦
個
体
の
本
性
、
そ
の
面
接
的
実
体
、
そ
の
迎
動
と
必
然
性
で
、
、
、
、
、
、
、
、
あ
る
。
：
。
…
諦
佃
体
は
併
通
的
意
志
を
向
ら
の
対
象
的
な
本
厩
存
在
と
し
て
、
即
自
的
に
は
自
ら
の
水
蘭
た
る
純
粋
な
威
力
と
し
て
知
っ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
■
ており、しかも諸個体の知のなかで知っている。…・・・この〔佃体の精神への〕生成は盲月的必然性でなく、知によっ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
て
媒
介
さ
れ
た
必
然
性
で
あ
る
。
〔
傍
註
。
一
）
れ
が
陶
冶
形
成
で
あ
り
、
個
体
の
直
接
的
自
己
の
放
棄
で
あ
る
。
α
労
働
行
為
一
般
、
β
、
、
、
、
私的意見、γその揚棄。〕」、やや不分明だが同じ主旨！「非有機的自然〔相対的Ⅱ営業身分－．〕は自己そのもの、つ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
寵
リ
内
耐
灼
徽
ｌ
こ
の
＃
が
有
涛
自
然
〔
絶
対
的
川
統
治
身
分
〕
と
そ
の
反
臘
〔
市
民
内
梛
の
二
菰
化
！
〕
と
を
緋
庵
す
る
Ｉ
び
班
性
的
意
誠
の
媒
介
迎
勅
と
し
て
の
Ⅲ
論
は
、
『
人
倫
の
体
系
』
で
は
た
し
か
に
船
指
し
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
し
か
し
論
理
と
し
て
は
浮
上
し
て
い
る
。
「
人
倫
的
で
な
い
経
験
的
意
識
は
、
根
拠
と
し
て
の
普
遍
的
な
も
の
と
特
殊
的
な
も
の
と
の
一
体
性
ロ
ロ
の
⑪
日
ロ
と
の
側
に
、
根
拠
と
は
異
な
る
個
別
性
を
押
し
込
む
こ
と
の
な
か
に
あ
る
の
に
対
し
て
、
か
っ
て
自
然
的
一
体
性
〔
家
族
〕
お
よ
び
何
か
内
的なもの〔法・創造、正義〕であった絶対的同一性が意識のなかに登場している。のｑ少一ｓ．勿論世論つまり市民相
亙
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
陶
治
形
成
、
と
く
に
政
治
的
な
そ
れ
、
が
明
示
さ
れ
な
い
こ
と
に
は
後
に
述
べ
る
よ
う
な
理
由
が
あ
る
①
、＝〆
柵
互
承
認
と
物
象
化
㈹
二
一
一
一
州
互
承
認
と
物
象
化
㈹
二四
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
に
よ
っ
て
自
己
を
猶
得
す
る
。
。
…
・
・
〔
市
民
社
会
に
お
け
る
〕
有
機
的
自
然
の
迎
動
と
非
有
機
的
脚
然
の
否
定
、
こ
の
無
ｎ
党
的
な
制
限
は
向
覚
的
に
…
…
つ
ま
り
姿
を
現
わ
し
現
象
す
る
媒
介
項
と
し
て
現
わ
れ
ね
ば
な
ら
ず
…
…
根
絶
さ
る
べ
き
特
殊
性
の
限
界
が
認
識
さ
れ
、
、
、
、
、
、
、
ねばならぬ。この認識こそ碇〔梢定されたもの〕なのだ。」（の三・ぐ冒凸段〔・陣］の．ｓの傍点はすべて筆者による。）
知
的
媒
介
に
よ
る
必
然
性
、
内
Ⅶ
的
梢
神
の
反
照
作
川
に
よ
る
、
己
独
得
は
澗
極
的
条
件
と
し
て
、
傍
誹
が
明
示
す
る
よ
う
に
、
《
労
働
か
ら
の
解
放
》
を
、
械
極
的
条
件
と
し
て
、
こ
れ
ま
た
後
背
の
引
川
が
明
貢
す
る
よ
う
に
、
諸
仙
人
の
本
間
と
さ
れ
る
《
媒
介
項
の
発
兄
》
を
要
求
す
る
。
両
背
を
厳
裕
に
定
義
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
前
背
に
関
し
て
は
、
次
の
阿
契
槻
の
区
別
と
関
連
に
注
意
す
る
必
要がある。①市民社会における「一切の個別性の揚棄」、「個別的労働の否定」、とくにここではその極限的形態つま
、
、
、
、
、
リ直接的労働からの離脱（のＱの．一旦急⑰）、②そのうえで当の労働行為を対象として把握する、一言い換えれば社会的
労
働
の
実
存
形
態
（
物
化
さ
れ
抑
圧
的
な
、
あ
る
い
は
機
械
的
な
そ
れ
）
の
う
ち
に
、
現
象
論
形
態
と
は
異
質
の
、
場
合
に
よ
っ
て
は
矛
用
さ
え
す
る
諸
要
素
を
認
識
す
る
行
為
、
つ
ま
り
《
労
働
の
客
観
化
》
。
こ
の
①
②
を
直
前
の
引
川
は
、
巾
氏
、
身
に
よ
る
反
照
行
為
つ
ま
り
一
川
労
働
し
つ
つ
他
而
労
働
の
反
射
像
を
形
成
す
る
行
為
、
自
己
二
取
化
の
行
為
と
捉
え
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
だ
が
そ
う
な
る
と
矛
府
が
生
ず
る
の
で
は
な
い
か
。
『
人
倫
の
体
系
』
で
は
労
働
の
放
梨
と
い
う
の
だ
か
ら
二
班
化
と
は
肴
え
な
い
こ
と
に
な
る
し
、
①
と
②
は
背
反
す
る
の
で
は
な
い
か
。
も
し
①
の
否
定
が
必
然
的
に
放
棄
と
い
う
形
態
を
と
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
た
し
か
に
そ
の
と
うりである（そして後段で述べるが、ここ『人倫の体系』では、私的所有制’八社会的分業‐Ｉ物化のなかでとくに妓後
、
、
、
の
一
項
に
焦
点
が
あ
わ
さ
れ
る
結
果
、
先
の
傾
向
が
支
配
的
で
あ
る
。
し
か
し
注
意
！
支
配
的
で
あ
る
》
）
と
は
絶
対
的
な
い
し
唯
一
で
あ
る
こ
と
と
同
じ
で
は
な
い
の
だ
！
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
問
題
設
定
が
一
方
で
は
、
市
民
ｎ
身
の
《
解
放
的
反
樹
意
識
》
の可能的縦条件（ポテンシャル！）を解明することにあったこと、他力では《労働の杵観化》を可能とする立脚点の
、
、
、
、
川
川
に
あ
る
こ
と
、
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
①
の
否
定
と
は
本
質
規
定
で
あ
っ
て
、
そ
の
実
現
形
態
は
多
様
で
あ
る
、
裏
返
し
て
言
え
ば
、
、
、
、
、
、
現実的労働過樫の論理を脈耶的に否定するための祓接的形態が離脱である、０と規定するのが、適切であろう（我々は
ＩＤう一度この点に戻る予定であるが、千めへＩゲルの岐終的確認を表現した一節を紹介しておこう。「陶冷形成行為
の
な
か
で
〔
自
立
し
た
、
己
愈
微
た
る
〕
対
自
存
在
が
奴
に
と
っ
て
自
分
間
行
の
も
の
と
し
て
存
在
し
、
奴
が
絶
対
的
に
存
在
す
る
こ
と
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
が意識される。……奴の意識は●、川分本来の意味を再発几することによって、〔主という〕他人の意味しか兇えない労
、
、
、
、
、
鋤のなかで、’目分胤身で生成する。Ｉ‐‐ｌこの反省にとって恐怖・奉仕〔主のための形態化Ⅲ対象化〕と陶冷形成行為
との両契機は必然的であり、同時に将遍的あり力をしている鰯」のづ「・ロ・】』ロ独綱筆者。勿論この一節を全体として
分析するにはこの一節が位侭する自己意識章扣互承認論の三厨榊造、つまり①人執史における不平等な社会諸関係か
ら平等なそれへの転換、②紐奴隷制からキリスト教的平等への理念的転換、②ｂ前近代諸社会から近代社会への現実
的
転
換
、
③
近
代
社
会
に
お
け
る
社
会
的
不
平
等
か
ら
政
給
的
平
等
へ
の
転
換
、
を
ふ
ま
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
今
の
我
々
が
③
に
直面していることを忘れてはならない）。
もし《労働からの解放》の含意をこのように理解することが正しいとすれば、《媒介項の発見》も同じく二砿に規
定されている。すなわち一方では、我々が繰り返し見てきた、物的扣互依存関係として実存する市民社会は、聯倒し
に形態で、貨幣なる物象に媒介されて、甜佃人の分離Ⅱ結合の必然性を、したがって柵互補完関係なる本質を、あく
ま
で
も
否
定
さ
る
べ
き
姿
に
お
い
て
表
現
し
て
い
る
．
先
の
引
川
、
「
誠
個
人
の
対
象
的
木
簡
存
在
」
と
は
、
以
上
の
意
味
で
の
共
同
存
在的性桁を脂示していよう’そしてこの把握は、当該性枯が否定的形態においてしか実存していないかぎり、媒介項
の
否
定
的
規
定
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
他
力
こ
の
規
定
が
「
、
党
的
に
〔
Ⅱ
自
己
意
餓
内
で
！
〕
」
Ｗ
構
成
さ
れ
る
と
き
、
こ
れ
ま
た
机
互
承
認
と
物
象
化
㈲
二正
抓
互
承
認
と
物
象
化
側
一一一ハ
ー
秤
な
ら
ず
確
認
し
て
き
た
、
先
の
机
互
補
完
関
係
の
他
の
実
存
形
態
つ
ま
り
新
た
な
水
準
で
の
平
等
な
机
互
行
為
、
別
の
表
現
を
す
る
と
、
諸
個
人
の
新
た
な
相
互
承
認
関
係
、
と
し
て
積
極
的
に
規
定
さ
れ
る
。
こ
こ
ま
で
く
る
と
、
我
々
の
先
秘
の
不
満
つ
ま
り
反
省
行
為
へ
の
「
実
在
根
拠
」
の
不
充
分
さ
、
が
改
め
て
眼
に
つ
く
よ
う
に
な
る
。
、
、
、
、
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
「
認
織
行
為
の
特
殊
な
性
格
」
は
あ
く
ま
で
可
能
的
条
件
の
呈
示
に
と
ど
ま
り
、
そ
れ
を
実
在
化
す
、
、
、
、
る
諸
契
機
に
つ
い
て
明
示
的
に
解
川
さ
れ
て
は
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
今
や
我
々
は
こ
の
案
件
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
（
注
意
を
一
一
つ
。
恐
ら
く
こ
こ
で
次
の
疑
問
が
川
る
で
あ
ろ
う
、
《
解
放
的
反
行
意
織
》
の
主
体
を
特
定
化
せ
ぬ
ま
ま
、
そ
の
主
脳
を
論
ず
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
か
、
ま
た
そ
れ
に
側
述
し
て
、
社
会
的
労
働
の
歴
史
的
形
態
と
社
会
意
激
の
あ
り
力
と
の
側
述
如
何
が
粋
え
ら
れ
て
い
な
い
、
と
。
こ
の
疑
問
は
一
耐
で
は
当
然
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
ら
に
解
梓
す
る
た
め
に
こ
そ
、
他
而
で
は
突
在
化
の
只
体
的
条
件
を
前
も
っ
て
砿
症
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
作
業
を
前
提
し
て
は
じ
め
て
主
１
Ｊ
奴
の
解
放
能
力
如
伽
が
、
そ
し
て
支
配
・
機
械
的
労
働
と
の
関
係
が
問
わ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
う
ひ
と
つ
。
戒
々
が
こ
の
よ
う
に
反
行
行
為
の
搬
契
槻
を
穿
盤
す
る
ひ
と
つ
の
理
山
は
、
従
来
の
ヘ
ー
ゲ
ル
解
釈
が
応
々
に
し
て
『
論
班
学
』
あ
る
い
は
『
法
の
哲
学
』
の
視
野
か
ら
な
さ
れ
て
き
た
こ
と
へ
の
反
省
に
あ
る
。
つ
ま
り
よ
く
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
我
々
と
し
て
は
初
期
ヘ
ー
ゲ
ル
に
お
け
る
《
未
発
の
契
機
》
を
思
想
の
自
己
矛
盾
の
構
造
と
し
て
解
明
し
た
い
。
そ
の
ひ
と
つ
の
キ
ー
・
ポ
イ
ン
ト
が
今
論
じ
て
い
る
扣
互
承
認
の
誰
形
態
と
そ
の
諸
契
機
な
の
で
あ
る
）
。
